
電波吸収材の機構

遠方界用共振型電波吸収体
（反射減衰タイプ）

緑とピンクは逆位相

打ち消し合う

吸収量の測定

開発品「 SIW-280 」の吸収量
をVNAと誘電体レンズアンテナ
を使用して測定しました。
また、測定で得られたS値から
算出した材料定数を活用し、
試料厚みの最適化を行いました。
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高速かつ低遅延での移動通信が可能な５Ｇ（28GHz帯）の活用が進む中で、
安定的な通信環境を確立するために各周波数帯域に対応した電波吸収材の開発
が望まれています。
本研究では、５Ｇに対応した電波吸収材を開発しました。また、ローカル５Ｇ
基地局を活用した実環境での効果や優れた耐熱性を確認しました。

５Ｇ（28GHz帯）に対応した電波吸収材を開発し、優れた耐熱性及び通信品質
の改善に対する有効性について確認しました。
今後は、５Ｇ（Sub-6帯）に対応した電波吸収材を開発する予定です。

フリースペース法

電波吸収材の開発

温度変化に対する吸収特性評価 実環境での通信品質評価
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SIW-280 1.10 1.10
カルボニル鉄粉

＋シリコーン

他社品
1.2

ｶﾀﾛｸﾞ値

1.10

ｱﾙﾐ蒸着有
―

28GHzにおける試料の厚みと混練材料と吸収量の関係

吸収量測定結果

開発品SIW-280の５Ｇ（28GHz帯）電波に対する優れた吸収特性を確認しました

開発品SIW-280の温度-吸収量の関係

温度制御方法
シリコンラバーヒーターをK型熱電対で制御して加熱した
吸収材表面の中心部分を放射温度計で測定しました。

優れた耐熱性を確認し、発熱等による高温部分で
の利用も可能であることが示唆されました

吸収材がマルチパスによる電波干渉を抑制し、
５Ｇの通信品質を改善することを確認しました


